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マ給食センFー特別蚕μ長報告

4口
41'i 
4日

¥y1;i寺市議会戸、よq本市の人口

(昭和48年 4月 l日現在)

人口総数 190.282人

男 92.753人

女 97.529人

帯 数 59. 1 7号1そ帯
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例目
人
間
尊
重
の
市
政
を
め
ざ
す

い

い

組

織

改

革

で

論

議

四
十
八
年
度
予
都
、
組
融
改
革
の
条
例
桜
果
を
出
心
と
す
る
三
月
定
例
会
は
、
=
一
月
九
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
引
世
出

議
集
の
う
ち
関
係
住
民
か
ら
変
斑
輔
副
求
が
出
さ
れ
た
同
母
削
区
の
甘
叶
開
市
町
一

mm突
を
公
聴
会
争
開
い
て
修
正
帯
決
め

た
ほ
か
、
組
鍛
条
例
の
一
部
を
佐
宣
し
、
他
の
果
件
は
閉
長
挺
罪
ど
お
り
医
薬
可
決
と
決
め
、
教
科
H
誘
員
二
名
に
も

同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
君
民
長
報
告
持
素
認
し
、
税
金
提
出
の
荒
川
書
目
的
ダ
ム
控
再
開
係
の
間
謙
一

一件
を

そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
同
銭
巡
質
値
上
げ
反
対
の
窓
HR
R
の
拠
出
号
制
同
定
し
て
三
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

叶

:
l
i
l
i
a-
-
-
J
一

一
一
一
円
定
例
会
に
は
、
前
年
度
に
引
き
一
融
改
革
、
住
屈
表
示
屯
ど
に
論
議
が
郷

一

円

円

円

二

聖

書

、

樹

君

主

主

主

点

一巾
し
、

Zに
予
算
、

者
特

別

立

一

額

万

万

万

一

一
と
し
語
一
五

O
間
を
超
え
る
一
般
一
会
で
も
開
会
中
長
生
し
た
霊
局
汚

一

草

9

0

9
二

番
、
特
別
会
計
予
算
、
富
に
親
め
一
腕
事
件
に
つ
い
て
、
益
事
長
続

一

イ

1

E

3
一
一
る
組
組
改
革
を
う
た
っ
た
話
芸
条
一
と
か
ら
め
て
問
題
点
の
迫
害
し

E

.
3
J
n
t
n
u
n
4
一
一
例
、
国
母
拙
区
町
名
変
更
、
中
央
的
関
一
の
信
欄
回
復
串
強
く
求
め
ま
し
た
。

一
右

H
o
g
g
…
一
富
義
者
な
ど
持
主
な
る
も
の
と
一
特
に
国
母
制
民
の
住
開
表
示
の
聖

一

前

億

億

億

一

一

し
た
五
十
二
件
の
撃
が
提
出
さ
れ
、
一
に
つ
い
て
は
、
融
合
史
で
も
珍
し
い
公

一1
0
0
0
一

一
本
書
、
立
会
主
じ
て
活
発
な
亙
聴
会
を
一
干
昔
、
市
整
理
喜

-
年

9
6
5
一

一
様
だ
円
な
わ
れ
ま
し
た
。
一
な
い
関
係
住
民
の
注
園
者
集
め
る
中
で

-

室

1
ご

そ
の
結
果
、
撃
の
二
重
軒
除
い
一
反
対
震
の
公
述
人
の
買
を
聴
取

一

む

計

計

額

一

一

て

は
い
ず
れ
も
閉
草
案
の
と
お
り
可

τ、
住
民
窓
号
益
し
て
室
主

-
一
決
い
た
し
ま
し
た
.
一
正
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

一

和

会

会

二

議

会

で
の
一

般
質
問
は
士
百
か
一
ま
た
、
張
改
革
の
事
務
分

業

例

・

~

昭

般

別

総

一

一

科

目

討

結

抗

日

日

一

戸

村

山

野

れ

は

す

持

者

一

一

一

特

一

一

予
算
の
内
容
、
市
長
の
政
情
語
、
組
一
産
党
串
除
い
た
霊
で
可
決
、
震

T

一

公

聴

会

で

意

見

を

述

べ

る

公

述

人
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問
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-
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Z
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-
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川

市

十
一
長

後

一

宇

一

一

等

説

治

以

前

山

打

開

問

持

品

守

円

で

げ

唯

一

軒

両

r
u
u
d
u
r
H
H
r
h向
日
ぴ
日
日
即
日
日
時
間
…

!

・::・・・:・:'
・・

・r
r

円

「

川

・
1

:

・
・

・・

:
j
i
-
-
-
v
Z
官

学
校
給
量
の
充
実

聞

に

車

製

義

英

語

照

明

八

ベ

ッ

ト
期
限
、
住
軍
事
は
、
前
定
、
駅
近
代
化
事
興
計
画
の
草
川

h

私
は
獄
任
以
来
一

n
Lて
強

測

し

教

育

施

訟

の

充

実

品

開

事

士

、

関

迎
士
を
増
員
し
、
給
は
新
た
に
四
校
に
般
慣
す
る
。
茸
比
倍
の
一

O
四
声
磁
酸
、
新
規
に
に
入
る
。
国
母
才
韓
国
拙
も
第
二
工
川

川

て
き
た
「
人
間
華
」
「
景
品
前
年
度
に
引
き
続
嘉
霊
備
に
食
会
に
補
助
金
高
し
、
「
た
の
し
社
会
福
祉
の
向
上
島
問
者
住
宅
声
も
襲
す
る
。

区

の

需

を

私

立

書

雪

促

進

州

ー
づ
く
り
」
「
抗
方
自
治
の
確
立
」
監
雲
号
、
四
十
九
書
以
降
は
く
よ
ろ
と
ん
で
た
ベ
昼
食
」
に
し
霊
器
禁
と
し
て
は
、
ゼ
ロ

生

活

環

境

事

情

充

実

す

る

。

池

霊

童

星

空

、

植

川

川
「
対
話
と
対
応
」

三
曲
事
理
念
と
し
教
師H
内
容
の
充
実
に
努
力
を
は
ら
う
た
い
。
特
に
中
学
較
の
完
辛
新
食
は

才
姐
反
椋
無
制
化
を
平
年
度
化
し
て
閉
逃
宇
挺
路
線
の
舗
装
、
二
二
路
給
及
び
観
光
へ
の
寄
与
も
大
き
い
。
川

川

て
都
市
経
営
砕
行
な
い
、
由
民
診
加
幼
児
教
汚
は
、
新
般
小
学
校
に
は

、
級
品
目
の
特
別
要
員
会
が
出
し
た
結
乙
れ
巷
実
施
し
、
四
十
九
年
度
以
降
級
の
新
殺
改
良
、
一

一
室
路
棋
の
補
修
中
央
市
掛
は
、
本
年
度
か
ら
輯
務
運
川

ω
に
よ
る
「
向
島
市
政
」
を
推
進
し
て
必
ず
閉
す
幼
稚
関
得
併
殺
し
、
私
立
論
に
そ
っ
て
セ
ン
タ
ー
方
式
で
実
施
は
=
矛
児
ま
で
対
象
と
す
べ
く
世
田
刀
を
す
る
特
に
止
構
関
弾
迦
跨
に
五
千
位
が
行
な
わ
れ
、
抑
過
の
改
曹
と
消
川

川
い
る
。

ー
1

'

万
円
を
計
上
、
二
川
橋
完
工
を
図
費
者
翠
京
図
ら
れ
る
。

川

一h訪
日
立
枠

内
汁
，F
教
育
と
福
祉
を
充
実
れ
十
日
付
習
制
限
引れわれ富市川

い
の
語
串
最
重
点
と
し
て
警
官

d
?
‘

前

年

度

に

引

続

き

推

進

図

る

に

泉

町

五

区

画

霊

霊

長

民

へ

の

量

に

努

め

て

雲

、

ぷ

等
の
整
備
、
市

で

計

画

的

に

父

兄

r

=

一

千

余

万

円

岳

町

上

、

主

体

的

事

撲

に

京

滋

局

を

中

心

に

発

生

し

た

汚

職

川

吉
霊
高
り
、
あ
わ
せ
て
老
人
幼
時
間
に
対
し
て
も
襲
の
震
策
室
進

Z。
し

た

い

。

を

史

、

上

水

道

案

は

上

豊

富

な

ど

相

次

ぐ

毒

事

件

は

銭

に

川

い
吋
祉
財
務
な
と
相
祉
施
策
の
充
実
を
を
行
な
う
。

P
T
Aの
負
担
軒
聞
と
し
て
教
初
私
立
保
育
所
の
拙
剛
被
察
側
迎
営
費
寺
、
昭
和
町
、
玉
穂
村
に
配
水
管
を
遺
憾
で
あ
り
、
市
民
に
裸
く
お
艶
ぴ
川

h

〕
て
き
た

こ
れ
ら
の
梢
策
は
、
車
次
に
輯
務
教
育
は
、
生
徒
増
に
よ
教
nh繋
備
費
な
ど
に
六
百
万
円
帯
地
に
補
助
亭
行
な
う
と
と
も
に
、
施
般
布
慨
す
る
.
下
水
道
事
曜
は
第
三
期
申
し
上
げ
る
。

川

十

喜

一

室

で
雲
も
の
で
は
な
い
る
雲
翼
の
た
め
一
億
一
一
平
八
百
領
し
た
。
教
職
員
の
悪
条
件
改
輯
整
備
資
管
制
度
を
型
。
母
子
計
画
に
基
づ
言
葉
盤
還
私
は
棄
し
て
職
員
の
産
し
た

川

h

の
で
-
零
川
水
準
に
速
す
る
ま
で
推
万
円
で
一
千
小
学
校
の
抵
張
用
聞
の
取
の
た
め
市
費
で

マ 請願、日!!i古と処理結果

マ決混と忌見訟
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世
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総務部常任委員長報告

国母地区

住居表示



織
と
の
連
事
考
え
る
と
一
重
の
章
一
と
は
考
え
て
い
な
い
。
一
マ

国

母

住

居

表

示

一
か
謀
者
に
あ
る
の
か
、
警
の
所
在
を
一
階
の
駐
車
畠
て
て
く
れ
る
よ
う
に
一跡
署
管
公
園
と
し
て
残
基
哲
一
甲
府
露
出
に
つ
い
て
握
、

一部

一

一

聞

き

た
い
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
一
知
事
に
強
く
要
慨
し
て
い
る
。

一行
な
う
と
と
も
に
、
公
密
対
策
の
一
環
一脅
揖
助
隊
の
駐
車
掛
、
残
り
を
緑
の
公

マ

課

係

の

呼

称

復

活

一

当

局

の

素

家

示

せ

一

一

一

一

一

一

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

一マ

緑

化

運

動

一と
し
て
、
緑
と
花
の
町
づ
く
り
に
き
4
閣
と
す
る
考
え
登
用
し
て
い
る
。

第

二

次

の

組

織

理

念

貫

け

る

か

瓦
国
母
地
区
の
住
居
表
示
に
つ
い
一
答
工
事
そ
の
も
の
は
警
に
責
任
一
縁
と

花

の

町

を

一して
ほ
し
い

@

一

新

年

度

予

算

で
は
、
君
事
の
予

一て
は
、
住
民
か
ら
の
変
更
情
求
が
出
さ
一
が
あ
り

、

原

設

計

ど

お

り

の

復

旧

巷

僧

一

一

答

緑

化

対

策

に

つ

い

て

は

、

市

に

一算
を
相
当
つ
吋
た
の
で
、
阪
と
花
に
対

関
空
一
茨
の
襲
改
革
は
、
富
一

市

長

の

考

一
差
益
票
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
一示
し
て
あ
る
。
し
か
し
、

主
主

エ

一
間

緑
化
の
推
進
は
、
市
長
が
義
一
帯
担
当
の
需
産
毒
障
す
る
と
一
す
る
閉
君
事
を
高
め
る
中
で
、
私

に
わ
か
り
や
す
く
と
い
う
乙
と
で
三
一

え

を

聞

く

吾
袋
話
て
い
る
審
議
会
で
皇
ッ
グ
で
き
な
か
っ
た
貿
匡
私
ど
も
に
一に
な
っ
て
取
晶
み
、
富
運
動
と
し
一
と
も
に
、

Eに
よ
畠
進
組
織
を
つ
一が
先
頭
に
立
っ
て
、
緑
老
の
町
づ
く

筆
書
記
島
は
そ
の
ま
ま
号
、

一

一

一致
で
決
ま
り
な
が
ら
、
型
文
れ
一あ
り
、
反
省
し
て
い
る
。
一
て
腐
り
あ
げ
る
護
が
あ
る
。
甲
府
謂
く
っ
て
一
示
詐
闘
で
推
進
す
る
。

一り
に
霊
的
に
努
力
し
た
い
。

親

密

呼

称

は

き

2
5一
間
警
の
地
方
財
政
制
度
の
な
か
ず
皮
革
製
出
た
が
、
議
長
案
一
軍
事
件
、
霊
き
工
事
と
相
次
ぐ
一

l
i
l
i
l
l
i
t
-
-
l
i
li
-
-
i
!
it

組
腕
改
正
の
械
で
あ
っ
た
叩
棋
の
壁
一
で
は
、
量
的
に
自
主
制
実
揮
す
る
一
を
示
し
て
ほ
し
い
。
言
意
義
乙
し
、

Eに
対
し
探
一マ

政

治

姿

勢

一

己

主
革
新
市
政
と
理
解
し
て
い
る。

話
料
れ
れ
日
1
し
一
部
長
野
片
言
語
心
持

3U1時
計
時
抗
日
一

。
人
間
尊
重
を
基
調
子
一
日
結
成
ド
刊
は
~

ま
た
、
皇
、
雲
お
語
、
甲
一
ど
皐
J

え

る

か

。

一

里

わ

た

っ

て

自

重

妻

、

単

位

自

一事

に

努

力

す

る

一

--t
-i

一
革

需

雲

加
入
に
つ
い
て
は
、
志

府
方
式
高
え
首
治
体
に
与
え
る
影
一
答
需
品
害
財
政
制
度
の
実
一治
会
事
会
合
意
賞
金
特
民
に
対
一

一

革

新

市

長

会

加

入

を

志

向

一

同
し
な
が
ら
努
力
し
た
い
。

智
大
き
い
と
思
う
が
ど
う
か
。
一
館
で
は
、
替
の
力
だ
け
で
富
福
生
し
て
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
勢
官
庁
一
マ

県

立

病

院

跡

地

一

ま

一

一

人

づ

く

り

に

一
毒
草
署
遺
憾
で
あ
る
五
一
よ
う
に
し
て
い
く
・

三

今

回

の

組

制

改

革

は

、

亙

の

重

量

で

あ

る

。

そ
こ
で
園
、

一
な
っ
た
。
容
号
、
昨
年
十
一
月
か
一

立

体

駐

車

場

一

h
hパ
弘

法

諸

問

一

す

な

わ
ち
、
市
民
に
よ
る

E
E

努

力

せ

よ

一
円
刊

誌

が

終

日

間

一

調

整

監

の

機

能

は

弓

黙

認

諾

些

見

時

抑

制

M
Y
U一
駐

日

自

民

自

訪

れ

ド

一

の

設

置

を

一
政
在
、

1
1
1を
い
う
の
一

山

梨

大

学

に

園

間

甲

府
市
の
組
躍
は
近
代
議
一
は
か
る
。
な
お
、
倍
賞
品
に
つ
い
て
一
間
今
回
の
詰
改
革
の

一つ
の
回
一
言
祉
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
丞
喜
一
ぅ
、

E
と
と
も
に
推
進
し
て
い
え
一
一

T
Z出
し
、
喜
一
致
の
富
を
一

間

甲

申

告

の

駐

:

探

一

だ

ま

れ

軒

目

仁

乃

F
一

医

学

部

経

済

学

部

設

置

を

一
持

お

お

む

持

紘

一時
に
向
日

uuiとして
、

L
訪

問

時

制

伝

聞

い

属

医

院

長

一

長

一

一

耳

裏

、
著

書

2一
号

。

一

刻

だ

。

霊

長

へ

h
L率一

r
r
i蓄
を
と
る
は
零
子
総
合
計
画
の
な
か
で
、
主

答

山

梨
大
牢
へ
の
同
学
部
富
に

一
を
つ
く
っ
て
も
、
し
ょ
せ
ん
民
主
一民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
刀
一わ

な
い
か
固
ま
た
、

璽

墜

事

権

一

言

斐
て
お
宇
、
第
二
霊
革
が
一
治
植
者
守
る
と
考
え
る
。
一
マ

下

水

道

工

事

一

書

置

号

、
中
央
商
喜
量
く
願
っ
一
は
な
い
か
。

.

著
書
化
、
霊
活
動
の
充
実
を
図
一
つ
い
て
は
問
、
県
、
大
学
に
主
主

一
周
す
る
の
は
人
で
あ
る
。
研
修
吾
強
化
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
苦
し
い
が
、
反
一
し
て
お
き
な
が
ら
、
古
都
孟
す
こ
一
否
と
い
う
ζ
と
で
は
な
い
。
一
起
費
沼
っ
市
て
は
、

国
で
調
査
↑

チ

ェ

ッ

ク

制

度

を

一
て
い
る
が
、
聖
書
を
と
っ
て
中
心
一
答
私
起
草
君
、

人
川
重
一
る
と
い
う
乙
と
で
、
山
梨
大
学
に
喜
一
強
あ
き
か

20医
学
部
民
、
大

一
し
て
人
づ
く
り
に
努
力
せ
よ
。

一回
一
普
賢
に
よ
柔
事
件
が
統
一
と
は
、
企
閉
犠
警
置
に
な
ら
な
い
一
第
三
次
改
革
が
社
会
情
勢
、

E土
し
て
お
り

j
?く
軒
摘
す
る
動
向
一

一

富

棋

の

震

と
観
光
面
か
ら
も
章
一
幸
腐
と
す
る
喜
優
先
自
主
的
な
一一
撃
軍
部
事
肢
を
あ
げ
て
い
る
が
一
学
で
一
致
主
、
患
の
選
択
に
入
つ

一

ま
た
、
相
民
主
霊
堂
絶
滅
す
発
し
て
い
る
。

Eと
費
と
の
一
体
一か

。

ア

ド

に

か

な

う

も

の

お

じ

て

い

る

。

一

に

あ

る

・

聖

配

分

自

で

、

民

主

的

一
関

下

京
空
宅
金
詰
震
よ
さ
れ
る
よ
う
、
接
的
に
取
り
組
ん
で
一

Eに
お
い
て
い
る

-
Eの
語
と
一ぎ
な
っ
た
か
。
ま
た
、
語
大
阜
の
一
て
い
る
・
語
大
学
に
つ
い
て
も
、
国

一
る
た
め
に
も
、
喜
幸
制
度
に
よ
る
夜
、
痛
感
に
悶
闘
が
あ
る
の
で
は
な
一

(
調
霊
に
つ
い
て
は
高
高
ニ

一

E推
進
の
た
め
裏
金
持
管
て
努
一ら
霊
皇
票
題
さ
れ
た
が
、
E
一ほ

し

い

。

一

エ

元

ギ

I
長
銀
し
、
富
と
閉
長
一
段
聞
に
つ
い
て
は
、
襲
ど
う
な
っ
て
一
立
大
学
へ
の
夜
間
部
股
号
室
と
も

だ
一

信
賞
必
罰
と
、
日
常
史
事
室
長

m

い

か

。

一

答

助

役
は
市
長
の
政
治
抱
量
的
一マ

地

方

財

政

制

度

一
力
す
る
。

一の
工
事
長
言
語
喜
に
あ
る
の
一
答
真
一
病
院
の
跡
聞
に
、
拙
下
一

二
主
体
と
な
っ
て
政
策
車
巡
す
る
、

一い

る

か

。

一

働

き

か

吋

た

い

。

一
夜
と
思
う
が
ど
う
か
。

一
筈

市

民
自
に
立
っ
た
庶
民
喜
一
な
補
佐
存
な
う
特
別
職
で
、
部
長
を
一

=-Em--==
三
=
E
z
-
-
一
=
=
=
E
E
-
-
室
三
三
塁
三

(2) 

新
し
い
行
政
執
行
体
制
を
聞
く

昭和 48年 5月 1日

=
一
月
定
例
会
で
の
市
政
一
般
質
問
は
、
=
一月
十
二
百
か
ら
三
一
月
十
四
固
ま
で
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

・

一

れ
、
小
沢
政
腎
(
清
風
会
)
、
寝
辺
健
市
(
新
政
会
)
、
山
口
茂
甲
、
山
中
繁
芳
、
小
河
原
亘
平

(
市
民

.

F

ク
ラ
グ
)
、
=
一
雨
一
大
作
(
社
会
党
)
、
精
口
一
位
(
公
明
党
)
、
=
一
一
井
五
郎
(
共
離
党
)
、
秋
山
慎
次
郎

一

(
部
心
会
〉
、
の
各
韓
民
が
そ
れ
ぞ
れ
各
協
各
派
を
代
政
し
て
情
発
に
質
対
質
問
乏
円
な
い
ま
し
た
@
主

一

一

な
る
円
併
は
次
の
と
お
り
で
す
。

!
i
l
i
l
i
f
-
-
:
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
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早
い
時
則
に
草
山
緩
得
の
方
法
を
も
っ

て
砲
保
し
た
い
.

荒
川
ダ
ム
開

発
の
関
係
は

-
m日
h
A吋

4
4
1
争」

a
V白
y
b
M人

n」
1
川
』
』
炉
、

一
吋
の
問
題
で
な
い
の
で
、
市
長
会
量
一

間

県
と
共
開
強
口
す
る
#
吊
川
多
国

一

通

l
z
言
t会
費

可

一

p

g

τて
聖

堂

2・
葦
血
価
の
一
閉
ま
に
霊
し
て
、
県
で
計
画
中
の

特

別

会

計

満

場

一

致

で

通

す

一淀
川
お
む
、
国
も
考
え
て
一
日
照
射

U
U刊
誌
一
扮
河

川

四
十
八
年
度
各
会
写
室
一

O
件
の
審
査
を
付
託
さ
れ
た
予
算
特
別
要
員
会
は
、
会
期
九
日
間
に
わ
た

山一

郵

便

局

跡

地

の

下

。

一

わ

れ

品

目

時

持

い

お

訪

日

終

日

以

れ

じ

諮

問

;

九

件

は

章

一

致

で

縦

一一

勝

入

は

ど

う

か

F
P
M
M
Mれ
は

M
M
h
u
u
m

h

一
間

現
市
庁
舎
は
狭
あ
い
と
な
っ
て
一促
進
さ
せ
た
い
。

生

活

環

境

の

整

備

を

図

れ

一

補

勘

金

の

整

一お
り
、
事
務
に
支
障
も
あ
る
が
、
堅
一

上
流
患
の
開
亮
に
つ
い
て
は
、
県

問
要
量
点
が
警
福
祉
に
お
一義
軍
需
量
点
と
し
て
い
き
た
一
理
統
合

せ

よ

一の

軽

量

普

賢

2
2ぞ
一か
ら
具
体
的
な
計
四
の
票
蓄
積
が

か
れ
て
い
る
た
め
、
土
木
費
な
ど
の
予
一ぃ。

一
間
各
軟
に
わ
た
っ
て
い
る
補
助
金
一い
る
か
。

一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
時
点
で
考

察
加
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
君
。

一

今

後

の

財

政

運

玄

獄

と

金

額

は

奏

で

あ

る

が

主

一
答
襲
省
吉
下
折
衝
中
で
あ
り
一
え
て
い
芝
い
・

年
度
聞
を
辿
じ
て
開
髭
抽
出
に
努
め
、

一

一

理
統
合
す
る
必
要
は
な
い
か
。
一

3
8
・

aBa
r-

-

}

E
E

l

一

営

心

配

な

い

か

一

一

軍

つ

車

道
関
整
備
、
水

路

震

な

ど

生

活

環

境

-

一

Z理
統
合
に
つ
い
て
は
努
力
す
一

回

寸

」

業

庁
仏

語

盟
ノ

整
備
壱
は
か
る
考
え
は
あ
る
か
。
-
間
大
型
予
算
骨
粗
み
、
市
民
福
祉
一る
が
、
現
状
で
は
困
艇
で
あ
る
の
で
、
一

り

一

答

土
木
曹
は
四
十
七
年
度
に
出
し
一
の
た
め
の
霊
的
な
蓄
量
雪
と
一そ
の
適
正
他
毒
か
っ
て
い
き
た
い
。
一

独

自

施

策

積

極

的

に

よ
一

予

防

司

九

日

誌

長

信

詩

句

日

間

同

郡

一

物

価

の

上

昇

が

一る

刊

日

付

片

付

十

辻

野

山

一日

立

問

間

続

、

M
M一
今

後

の

市

有

地

一の
閉
有
剛
容
に
対
す
る
支
は
ど
う
一
室
に
な
っ
た
乙
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

一酌
に
ま
で
重
さ
せ
て
い
き
た
い
。

一
の
都
市
計
図
案
、
喜
控
室
段
、
一儲

に

能

は

な

い

か

。

一

及

ぼ

す

影

響

は

す
で
少
な
い
。
内
容
も
補
助
行
政
富
一車
、
商
工
会
警
に
草
す
る
中
小
一

処

分

の

考

え

は

一か

。

一

室

の

処

分

に

つ

い

て

は

、

自

治

省

の

一
四
十
八
年
度
は
そ
の
初
蓄
と
し
て

だ
一

構

り

ょ

是

苦

言

実

理

事

一
答
財
政
事
情
は
厳
し
い
も
の
が
あ
一
間

警

の

富

上

鮮
と
り
わ
詰
一章
ず
、
あ
ま
り
に
も
他
力
本
願
的
工
主
義
襲
、
さ
ら
に
目
玉
三

一
答
入
札
に
よ
り
予
定
価
格
を
相
当
吾
妻
吋
草
で
細
か
い
配
慮
喜
一七
一
三
万
円
書
上
、
盟
各
剖
団
体

ー
一

て
い
る
@
住
み
よ
い
町
づ
く

Zた
め
一票
、
決
し
て
先
細
り
に
な
る
と
支
夜
責
務
自
よ
が
り
は
、
市
の
罷
工
一君
。
商
工
葉

興

の
た
め
、
種
的
一い
る
駅
ピ
室
長
壁
関
空
謁
工

問

農
業
セ
ン
タ
ー
の
処
分
が
結
果
一上
ま
わ
る
望
者
、
市
患
と
し
て
一氏
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
よ
う
下
ら
な
る
程
霊
宣
告
義
慢
し
一
間
着
は
、
禁
法
に
基
づ
く
期

会
一

籍
軍
道
路
に
季
吾
、
河
川
改
マ
い
な
い
。
奇
抜
と
も
市
民
要
望
に
と
す
に
も
客
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

一な
独
自
襲
を
も
っ
曙
え
は
あ
る
か
。

一語
で
と
ら
え
て
い
る
。

一的
に
誌
の
草
と
な
っ
た
が
、
主
は
助
か
っ
た
が
、
結
県
と
し
て
震
の
一
に
し
た
い
。
一
こ
の
下
に
憲
君
、
露
君
、
宮
否
定
重
吋
な
い
と
主
霊
童

仁
宍い一
ニ日
目
当
将
一守
許
認
U

諒

一守
、
町
長
諸
問
山
一野
江
守
間
百
九
九
M
M

一与
諮
問
同
刊
誌
一
緑
と
花
の
街
.
つ
く
り
運
動

一錯
誤
作
詩
均
一目的れいれわい町村ねり一

言
一

見
要
望
が
多
い
た
め
、
意
義
た
寸

一と
前
蓄
の
二
八

・
完
と
量
す
る

一か
。

一

な
い
閣
が
あ
る
。
金
胞
の
語
、

一安

τ皇
警
の
改
輔
、
善
意
に
対
一

緑

化

推

進

委

員

会

設

置

一
立
案
推
進
喜
を
決
め
て
い
き
た
い
。
一
農
興
事
と
し
て
は
当
然
全
章
者

』
口
一

己
と
が
て
き
な
い
が
、
年
度
聞
の
予
算
一品
ず
か
に
ふ
え
て
お
り
、
憲
章
一
答
国
主
方
も
こ
れ
ら
の
雪
一舵
、
助
成
、
指
導
に
な
喜
ま
な
一

E皇
室

主

、

ma一
一

ま

た

震

に

あ

た

っ

て

は

、

管

協

力

一対
象
と
す
べ
き
で
古
語
を
す
べ

苛
一

塁

脅

し
て
要
望
に
乙
た
f

え
て
い
き
た
一臨
制
に
ま
、
主
な
る
人
件
費
三
見
き
わ
め
て
い
く
と
い
う
の
が
現
状
で
一
ぃ
。
五
実
し
て
証
し
て
い
き
た
い
。
一

間

新
年
度
で
は
緑
化
事
に
力
を
一
り
の
案
計
画
は
ど
う
か
。
一
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
三
年
計
画
を
一員
Y委
嘱
し
て
、
日
常
蓄
の
な
か
で
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

き

で

な

い

.

ま

た

本

市

農

棋

の

方

向

を

一
い
も
昭
和
四
十
九
年
度
臣
、
特
に

O
弱
者
っ
て
い
る
。
一
あ
り
、
し
た
が
っ
て
乙
れ
ら
は
書
だ
一
本
書
室
最
悪
と
し
て
は
、
一
一
入
れ
る
と
い
う
が
、
空
語
街
づ
く
一
答
緑
と
花
と
奇
の
あ
ふ
れ
る
街
一
た
て
、
緑
と
花
毒
す
る
器
官
運
一霊

的
に
推
進
し
て
い
く
。
一

江
川

一
司

1
1

一

-2

一

一

一

一

=
t
i
l
i
-
-
-
2
2

一
明
ら
か
に
す
る
康
問
白
書
掛
草
急
に
作

一
成
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ま
で
の
問
、
慶

一
罰
金
最
替
の
=
買
一

-Eに
、

蟻

出

(
衛
生
費
一
)
一
、
末
期
犬
謀
長
は
、

E
の
要
望
が
多
い
の
で
一
胞
の
直
が
詰
し
、
ス
千
ツ
に
親
し
め
て
予
防
車
、
護
軍
に
力
支
れ
し
た
。
一
霊
童
備
計
画
は
延
期
す
ベ
曹
で
な

'

-風

間

良

興

予

軍

特

別

寮

員

長

は

四

十

八

れ

て

い

る

の

で

事

故

防

止

の

条

例

制

定

促

進

ゑ

凶

る

と

と

も

に

補

修

に

も

力

を

る

よ

う

な

方

法

を

検

討

す

る

乙

と

。

る

乙

と

。

一中
央
卸
売
市
場

一

い

か

園

、

一年
豪
華
毒
薬
の
よ
う
に
報
告
(
陵
会
費

)

撃

の

海

外

警

つ

書

す

る

こ

と

@

入

れ

る

こ

と

。

二

、

主

の

霊

安

全

下
水

道

事

難

一

咽

一し
ま
し
た
。
い
て
は
、
目
的
を
曜
に
し
て
効
果
的
二
、
公
害
防
止
管
理
者
高
値
し
て
対
策
は
人
孟
先
す
べ
き
で
、
章
構
歳

入

喜
善
意
品
流
通
星
空
、
一

答

整
備
菌
室
に
あ
た
っ
て
観

一
本

苦

言

、

主

義

と

し

な

霊

第 17号

予
算
特
別
委
員
会

昭和48年度一般会計予算 (歳 入)

~支畠盆
2f1U31方向

(U W 
その色 ' 

"・3.319方向 ， 
( U ~~) 

..，，"李蝕科 J 
1:1660方向 樋入金 1 

(I . 2 ~; ) I fii∞0方向

( U ~~) 

昭和48年度一般会計予算(歳出)

I ~~ でが~~~;j: ~i [ ?ち亥宮司 20:'1.1・問問 団 内 }

|ヶーヒコ吻噌出
EZE JrJ1-M25a卜一一一一一、

15・:!~:;.. !~j (t:). 

Cコ41-'-"1
CJ崎町

".・s・2・万円 【U'!.i

11 ~・ 8 醐開【U I~I 

e・'!1.3:'万有 013'.、
・唱‘"‘3軍司 ω，'.
2叫欄閉山'.>

llfl.'11万円 (l'!.J
血置
業
振
興
準
備

計
画
は
慎
軍
に E孟ヨ~



い
る
、
銀
中
開
H

理

障

制

で

の

衛

生

管

・

小

松

元

保

ほ

か

)

一

変

更

(

乙

の

う

ち

拙

績

割

変

更

に

つ

い

辺

、

重

及

び

襲

撃

、

喜

び

顕

不

震

と

な

っ

た

も

の

一

て

)

(

下

富

喜

美

幸

-

習
の
先
生
か
ら
の
室
、
霊
会
で

4

〔
総
務
部
委
員
会
〕
一
大
間
喜
ほ
か
)

題
し
た
間
聞
に
対
す
る
遣
の
喜
一

採

択

さ

れ

た

も

の

否
露
被
害
者
に
宇
品
民
税
の
時
一

不

採

択

と

な

っ

た

も

の

忠

義

奈

さ

れ

。

護

軍

笠

〔
総
務
部
委
員
会
〕

免

重

(

甲

需

要

寝

室

塁

一

-
i
I
V

長一

E祭
器

で

き

誌

で

章

一

な

配

分

給

食

事

語

;

一口

語

詰

一

齢

十

説

話

主

主

子

も

の

一

詰

詩

話

!

一

、

4
河

川

ゐ

一

1
芸
者
数
百
活
動
に
雲
で
き
る
。
一
番
宗
監
理
望
む
‘

一理

、

義

符

童

話

員

の

護

富

一

撃

)

て

霊

経

済

農

民

会

〕

一いて
)
(下

石

田

富

黒

毒

事

j
二

匂

二

-一

三

一
一
、
管
理
体
制
の
確
立
会
経
費
一
=
ご
震
に
事
告
書
に
合
一
が
震
で
き
る
重
軽
方
式
よ
品
一
〔
遺
股
経
済
部
委
員
会
〕
一
言
語
金
銭
整
備

(12一
大

型

宗

)

一

f守
-

一

脱

一

節

減

が

で

き

・

一

っ

た

憶

力

あ

毒

害

し

て

ほ

し

い

。

一

一

白

満

塁

修

(

す

み

よ

長

児

童

亘

書

室

)

一

川

一

231に
関

一

計

一
日

詰

一

品

目

一

肝

心

持

訪

れ

鉱

山

一

一

日

一

世

間

約

一

説

ロ

事

産

量

管

時

間

話

一

μ関
税

諮

問

諮

問

州
一
寝
付
金
、
昨
年
六
月
清
会
に
一
の
護
軍
、
加
盟
側
室
、
一
い
よ
う
な
置
を
し
て
ほ
し
い
。
一
め
、
セ
ン
タ
ー
き
遣
す
べ
き
で
一
合
語
会
鈴
木
武
一
ほ
か

)τ

日

時

品

同

日

JF富

山

一
お
い
て
荷
主
て
以
詰
需
笠
査
の
霊
童
が
徹
底
で
き
、

E
Z、
将
来
生
徒
が
一
堂
に
会
し
て
食
事
一
あ
る
と
の
詰
に
濯
し
た
の
で
あ
り
ま
一

宿

泊

嗣

金

制

(

山

富

自

治

会

連

一

一

一立

て

喜

し

た

が

、

乙

の

言

語

一

信

山

吉

充

実

す

る

・

車

道

与

が

で

ま

食

堂

本

-

望

し

て

ま

し

;

一

一

一

咽

a
:ョ

一
的
自
主
-
来
高
蔵
ほ
か
)

一《
に
喜
一
宣
授
か
ら
、
そ
の
関
一
ど
学
校
が
は
な
く
な
る
。
一
六
、

父
母
負
担

患

に

な

ら

川

ふ

う

官

邸

十

時

点

口

諮

問

M
f
M時
計

喜

一

陳

情

霊

能

純

一

組

鵠

一

一
言
棋
に
つ
い
て
、
建
次
の
よ
う
な
一

ω、
盟
型
、
人
容
号
車
段
一
に
し
て
ほ
し
い
。

7
弘

一宙
望
ほ
か
)

一

一

一

建

段

促

進

と

一報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
自
書
量
訟
の
露
が
で
き
る
一
七
、
セ
ン
タ
ー
所
長
は
学
校
教
育
に
理
一
げ
い
の
「
に
盟
の
確
保
で
き
る
一言

語

読

霊

術

(

宮

地

区

自
一

銭

択

さ

れ

た

も

の

一

か

)

一

白

山

峠

の

道

路

整

備

一

特
別
損
益
は
、
昨
年
七
月
以
需
一三
、
機
械
化
に
よ
り
襲
撃
の
向
上
す
る
教
育
関
係
者
巷
君
。
一
r
f
ば
、
そ
の
努
力
を
す
る
と
と
。
ま
一治
会
迎
合
会
長

・
一
一
量
産
か
)

一
〔
総
務
韻
委
員
会
〕

一

継

続

審

査

す

る

も

の

一

一
品

2
3、

相
都
市
の
喜
一が

は

か

ら

れ

る

。

一

ζ
れ
に
対
し
て
当
局
か
ら
、

ζ
れ
ら
一
た
、
重
に
あ
た
っ
て
は
、
害
額
一言
語
入
舗
装
(
一
ニ
十
四
自
治
事
同
母
畑
区
一
許
言
語
飯
一
〔
民
生
部
委
員
会
〕

一

雪

合

誌

に

対

す

る

富

皇

宮

古

い

も

の

一
特
霊
ル
一
給
食
セ
ン
タ
ー
の
器
状
況
一
以
上
の
量
を
あ
げ
、
阿
十
八
年
度
一
の
叫
盟
は
中
学
校
給
食
を
セ
ン
タ
ー
乏
者
の
賢
岳
十
骨
反
映
す
る
と
と
を
当
一
・

霊

童

)

一

宮

市

童

-
票

実

ほ

か

)

一

O
減
量
豊
克
(
甲
府
泊
料
開
刊
『
組
下
あ
り
ま
す
。

り
一

の

罪
、
校
長
幸
、

P
T
A
袋

、一
に
用
問
取
得
と
そ
の
需
書
な
い
、
一
式
で
議
す
る
上
で
護
主
で
あ
る
一
局
に
重
い
た
し
ま
し
た
・

。
道
路
舗
装
整
備
(
富
町
自
塁
手
国
語
区
地
時
間
霊
と
一
部
町
名
一
室
・
平
岩
千
代
雄
ほ
か

)

J
甲
府
市
議
官
、
さ
ぎ
の
代
表
者
議
で
、
荒
川
ダ
ム

一
訟

の

荒

の

1
5力

的
に
一
四
十
九
主
に
は
誌
に
特
手
し
た
い
一

の
で
、
闘
力
言
語
」
は
か
り
三
一

1
1
j
el

l
-
L
1
1
1
1
1」

1
1
1
1
1

一
の
誌
は
甲
府
詰
一
惜
の
宗
と
か
ん
が
い
索
、
お

よ
一

別
立
行
な
う
一
刀
、
中
訪
問
忠
一
芝
、
セ
ン
タ
ー
は
、
理
能
力
一
万
一
ば
れ
る
蛤
食
品
待
な
い
期
待
に
変
て
一

1

1
1
1

-J

I
l
l
i
-
1
1
1
1
1
1
1

J

一
よ
び
速
か
ら
ず
手
品
す
る
で
あ
ろ
う
阿
木
確
保
の
た

一
mmの
仲
良
セ
ン
タ
ー
差
別
諸
問
一
由
主
伎
の
も
の
と
し
、
こ
れ
に
宇
一生
徒
止
セ
ン
タ
ー
の
相
互
慰
解
、

実

一

国

一

関

東

市

議

長

会

定

期

総

会

一
め
、
原
則
的
に
は
震
で
あ
高
官
緊
詰
し
ま
し

J

』一

説
七
足
っ
て
喜
し
た
。
一
丞
限
定
一
偲
六
千
三
百
高
位
に
一れ
語
、
交
通
明
事
に
つ
い
て
当
局
一

一
聞

一

会

長

今

村

甲

府

市

議

長

の

も

と

で

開

催

一

た

。

J
zs見
市

の

器

官

製

一

面

一

第

一

一

干

九

回

開

需

襲

警

主

一」
(
千
葉
市
川

EAJhHMmm訪
れ

符

K
M
M

寸

会
一

日
円
十
日
ィ

1
場

教

自

の

意

見

も

尊

重

将

校

内

一

一戸

臨

尚
一
期
総
会
は
、
去
る
問
屋
一
十
四

J
Z一
種

間

苦

言

と

こ

れ

に

出

雲

町

村

と
と
も
に
、
そ
早
急
車
、

一

議

i
一

芸
去
は
、
需
品
完
告
に
一
な
る

E

一

れ

に

つ

い

て

も

適

切

な

れ

を

明

じ

一

躍

期

一

日

の

官

、

石

利

害

ン

ド

ホ

テ

ル

に

一

財

政

世

話

に

つ

い

て

」

(ld一
聞
に
働
き
か
宮
真
で
あ
あ
止
聞
重
ん
で
一

決

岬
義
一

一

一

g

一

a

Eご
都
七
県

一
五
六
市
の
織
長
な
ど
三
五
一

担

山

市

拠

出

)

「

藷

持

教

悶

帽

限

関

伺

一

一

語
一

、開

md-部
主
ぃ
、
警
に
一
と
い
う
月
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
る
と
の
額
約
な
れ
ま
あ
り
ま
し
一

説

定
一

IT--
、

わ

一

い

ま

す

。

一

の

i
一
あ
ま
想
的
判
官
控
訴
き
一
次
に
校
長
幸
、

P
T
A
申
び
に
現
一
た
。

一

品

会
言
葉
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
「
一
本
車
の
弓
主
げ
L
っ
し
て
」
同
一
田
辺
知
事
が
甲
府
市
の
将
来
手
通
観
す
る
な
一

コ

市
一

い
か
け
、
草
川
前
早
川
い
か
に
し
、
問
一
掛
の
先
生
か
ら
の
芸
能
向
す
る
と
一
以
上
の

Z
Eと

づ
い
て
、

一

F

M
一に

刊

誌

M
J軒
目

一

訪

日

刊

誌

詩

設

か

で

、

荒

川

ダ

ム

患

限

に

暖

か

い

E
Z
一

t

T
M
E
A
-
Jた
め
の
知
県
英
一控
訴
良
の
も
つ
書
的
価
聞
は
尚
一
要
員
会
と
し
て
の
話
器
習
は
か

一

会

一

い
て
、
主

E
、

型

車

、

哲

一に
草
れ
る
こ
と
奇
襲
一
致
を
も
う
っ
て
そ
の
量
に
努
め
ら
れ
る
よ
品
う
も
の
「
f

E
C--、

学
長

ηの
一認
と
し
て

一い
の
で
実
現
し
て
ほ
し
い

J
た
そ
の
一
っ
た
結

)
 

Aq
 

(
 

日
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
委
結
論
H

請

願

は

ど

う

処

理

さ

れ

た

か

一

意

見

書

一

一

政

府

に

一

政
府
は
、
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
た
同
鋲
の
再
時
四
t
Z
凶
る
た
め
、
旅
客
運
省
平
泊
二
一
一一
・
二
M
M
、
賃
制
巡
質
平
均
二

四・

一括
一
に
も
の
ぼ
る
大
関
価
上
げ
を
行
な
お
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
も
、
乙
れ
は
「
岡
鉄
財
政
再
建
十
か
年
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、
同
乙
う
十
年
附
で
問
問
も
値
上
げ
を
す
る

計
闘
の
蝕
初
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
赤
字
の
実
掴
は
、
も
っ
ぱ
ら
大
企
棋
の
剰
用
す
る
貨
制
輸
送
の
法
貨
ぞ
不
当
に
安
く
し
た
た
め
に
出
た
赤

字
と
、
借
入
金
利
息
の
赤
字
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
般
庶
民
に
し
わ
ょ
せ
し
よ
う
と
す
る
京
脅
廻
な
も
の
で
あ
り
ま

す
.
乙
の
よ
う
な
大
師
な
側
上
げ
は
、
同
民
止
常
国
間
国
間
、
柏
町
抑
制
の
究
掛
か
ら
相
対
に
開
認
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
.

よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
同
依
迎
貨
航
上
げ
に
つ
い
て
、
部
く
反
対
す
る
も
の
で
あ

η
ま
す
。

有
、
畑
方
自
閉
渋
滞
九
九
条
第
二
取
の
規
定
に
蕊
づ
い
て
忠
岡
町
引
を
拠
出
し
ま
す
.

-i
fi
--j
Ji
t--Ji
j
i
-
-1
i
J
l
・
1
・
J
I
u
-
-
i
-

る
と
と
も
に
、
経
済
界
に
与
え
る
知
県
も
闘
め
て
多
い
盟

挺
路
線
で
あ
り
、
そ
の
躍
曲
目
を
期
間
配
す
る
聞
は
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
当
局
に
お
か
れ
て
は
、
出
荷
多
目
的
ダ
ム
霊

お
よ
び
白
山
峠
迦
の
道
路
酷
一
備
に
つ
い
て
、
甲
府
市
の
忠

岡
を
十
分
に
理
解
せ
ら
れ
、
そ
の
硲
快
蛮
早
期
に
実
現
さ

れ
る
孟
及
耐
宮
市
型
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

右
決
議
し
ま
す
.

国
鉄
運
賃
値
上
げ
反
対

建

設

促

進

と

上

流

区
繊
の
自
然
保
護

-』一
恥

一
甲
府
市
実
家
主
然
に
防
止
す
る
と
と

で
一

ー
も
に
荒
川
の
椛
坑
乏
閥
姉
し
、
な
お
か
つ
甲
府

ム
一

市
の
人
ロ
の
用
加
に
そ
町
え
て
そ
の
原
水
t

明確

げ
一

保
す
る
た
め
、
詩
的
円
高
望
書
し
て

山
一

也
殺
さ
れ
る
荒
川
ダ
ム
如
殴
に
つ
い
て
、
わ
れ

貫
一

わ
れ
は
M
則
と
し
て
骨
成
し
、
そ
の
促
進
和
郎

う
も
の
で
あ

η
ま
す
。

し
か
し
、
荒
川
ダ
ム
が
そ
の
同
的
で
あ
る
洪
水
防
止
、

流
品
川
調
姉
お
よ
び
水
道
原
水
の
確
保
杢
完
全
に
県
た
す
た

め
に
は
、
そ
の
上
耐
の
白
血
円
の
完
全
な
保
殺
が
保
関
さ
れ

な
吋
れ
ば
な

η
ま
せ
ん
.

甲
府
市
続
会
は
、
竪
再
開
が
荒
川
ダ
ム
ト
九
mu同
様
に
お

吋
る
自
然
の
慣
畑
出
火
乱
附
売
の
防
止
の
た
酌
滴
切
な
梢
仰

を
抑
ず
る
と
と
も
に
、
部
官
l
m
M
の
由
川
口
個
出
品
一
軒
減
さ
れ
る

よ
う
、
こ
こ
に
税
叫
献
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
長
が
九
、
十
二
月
宗
例
会
で
符
択
し
、
市
長
あ
て
に
送
付

新

教

育

委

員

に

…

し
た
語
に
つ
い
て
一
言
古
、
次
の
と
お
り
費
結
果
の
朝

日

渡

辺

、

青

木

両

氏

に

同

意

…・

・池
沼
り
沼
山
。

j
i
--:
;

五

日

刊

誌

十

日

間

刊

は

い

一

位

軒

目

付

与

名

目

立

一

詳

)

(

岬

刊

誌

王

将

目

的

刊

誌

一

駐

日

ー

に

よ

り

当

分

長

許

諾

目

立

路

、

町

村

山

作

創

設

一

甲

府

主

秘

中

組

合

議

員

を

決

め

る

一
品
広
附
肺
如
、
四
月
汗
名
両
氏
の
後
任
一
民
、
甲
府
商
工
会
鰐
所
械
品
、
前
市
道
一
は
な
い
の
で
煙
汎
で
旅
附
す
る
か
、
水
度
か
ら
牛
対
関
部
道
陣
の
掠
択
延
世
に

マ
犬
里
小
の
綾
地
鉱
彊
用
地
車
た
え
た
い
。

訓

目

安

7
を

回

途

に

計

問

中

で

あ

る

。

一

一

一

一

=

再

定

例

会

に

お

吋

る

稽
央
選
挫
で
一です。

けり

一
と
し
て
、
円
刈
光
二
、
腎
末
松
広
両
氏
一
P
T
AAm山
田
宮
、
県
道
P
T
A副
会
長
一
明
改
修
す
る
か
開
制
中
で
あ
る
。
滴
脅
す
る
も
の
か
ら
泡
汀
す
る
。
得
(
大
塁
間
区
自
惜
漣
A
甲
全
長
、
丸
山
マ
甲
府
市
教

職

員

の

宿

直

お

よ

マ

道

路

舗

装

(

畏

需

町

自

治

会

会

長

一

一

7
7
任

命

す

品

業

詰

問

さ

れ

、

主

閉

士

芽

一

V
排
水
路
の
改
修
工
事
(
刑
折

マ
市
道
の
新
政
(
車
単
一
事
T
賄
罪
ほ
か
)
H昭
和
空
八
年
度
で

ぴ
休
憩
休
息
時
間
(
甲
府
霊
脆
・
小
野
義
ほ
か
)
H開
制
四
十
八
年
一
は
、
甲
府
聖
書
事
童
書
-hM
一
な
お
、
組
合
堅
議
い
た
結
果
、

引

一
光
一
震
は
満
場
一
致
、
管
室
長
は
一八
膏
木
松
広
氏
の
略
歴
V
豆
町
蔀
自
治
会
長
・

2き
H
脳
会
長
・
山
下
金
六
)
H器
四
十
年
震
す
る
よ
主
計
上
し
て
い
る
。
星
合
執
行
室
長
・
小
泉
弘
震
直
路
次
需
す
る
。
一
宮
寝
室
堂
、
新
た
に
開
雲
市
老
議
長
に
は
秋
山
慎
限
度
、
後

，

.
控
室
を
も
っ
て
教
門
賞
に
同
窓

r町
六
六
一

、
刊
小
革
、
会
社
社
長
、
甲
一朝
刊
十
七
書
官
設
首
長
附
八
伊
以
降
検
討
す
る
e

マ
防
署
普
段
置
(
甲
府
市
自
か
)
H当
宿

m
Eに
つ
い
て
は
、
昭
マ
市
道
編
入
盤
備
(
刑
区
代
表
宮
一
れ
た
甲
府
産
量
益
事
務
組
合
総
一
者
員
長
に
は
今
一
禁
罪
還
さ
れ

す
る
乙
と
に
決
定
し
ま
し
た
@
一
府
間
工
僻
期
舎
即
日
肥
代
、
県
木
務
混
合
一
す
る
。

V
ご
み
袋
由
市
費
負
担

(
湾
村
治
会
迎
合
会
長

・
京
勘
昌
男
)
H現
酎
和
四
十
戸
年
一
月
以
降
実

m-

限
町

・
粧
採
採
太
郎

)um追
認
定
の
一
金
踏
民
の
溌
描
だ
汀
な
わ
れ
ま
し
た
。

一ま
し
た
・

八
渡
辺
光
ニ
氏
の
略
歴

V

一
会
理
事
、
相
綬
質
量
受
賞
、
四
十
六
才
一マ
道
路
舗
装
(
品
目
商
底
似
の
滋
賄
=
中
J

同
県
営
住
宅
自
由
通
合
会
長
、
中
政
で
は
公
費
で
は
霞
慣
で
吉
な
い
現
状

マ
農
喋
セ
ン
タ
ー
股
置
(
珊
坪
自
た
め
の
諮
問
事
訪
を
す
す
め
て
い
る
・
一
当
選
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
担
り
一
O
申
府
市
主
穂
村
中
学
校
組
合
繍
民

開
制
阻

市

長

か

ら

の

結

果

報

告

広

域

行

政

事

務

組

合

議

員

を

選

挙


